
 

  

目付・海防掛 

（外国に対する政策の立案） 

蕃書調所頭取（西洋情報の収

集、洋学教育、外交折衝） 

西洋式の救貧施設「病幼院」

設置を幕府に建議。 

実現せず。 

幕政の混乱で解任。

失脚。 

幕政復帰。蕃書調所頭取、

外国奉行を歴任。 

大政奉還論、大開国

論を唱え免職。 

自宅謹慎。 

自宅謹慎中、隠居を願

い出て、「大久保一翁」

と改名。 

再び幕政へ。会計総裁に。大政

奉還後の幕府内の事態収拾を

命じられる。勝海舟とともに江戸

開城。 

徳川家達に従って

静岡に移住。 

東京府知事就任。 

営繕会議所に救貧策の実施を働きか

けて、 営繕会議所附養育院 設立。 

蘭学塾「適塾」の塾頭に。 

藩命により江戸に蘭学塾を

開校。英学を独学。 

使節団に随行。アメリカへ。 

使節団に随行。ヨーロッパへ。 

「西洋事情」刊行。 

英学塾「慶應義塾」開校。 

「慶應義塾」三田に移転。 

「学問のすすめ」刊行。 

黒船来航 

黒
船
来
航 

大久保忠寛 

（＝ 一翁） 

福沢諭吉 

明
治
維
新 

「西航記」執筆。洋学者

たちの間で読まれる。 
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幕
府
崩
壊
に
よ
る
江
戸
市
中
経
済
の
破
綻
で 

東
京
は
貧
民
が
あ
ふ
れ
る
事
態
に
。 

 

ペ
リ
ー
来
航
か
ら
西
洋
諸
国
の
外
圧
が
本
格
化

し
、
幕
政
が
混
乱
。
そ
れ
か
ら
明
治
維
新
に
至
る
約

十
五
年
間
は
幕
末
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

幕
末
期
で
は
、
西
洋
諸
国
に
関
す
る
情
報
収
集

が
緊
急
の
課
題
と
な
り
、
西
洋
式
の
軍
事
・
医
療
な

ど
の
研
究
・教
育
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
時
期
、
西
洋
情
報
の
収
集
に
た
ず
さ
わ
っ
て

い
た
幕
臣
大
久
保
忠
寛
は
、
洋
式
の
救
貧
施
設
を

江
戸
に
作
る
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
て
、
幕
府
で
建
議
し

ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
明
治
に
は
い
っ
て
東
京
府
知
事
に
就
任
し
た
大 

久
保
忠
寛
（
一
翁
）
は
、
営
繕
会
議
所
に
働
き
か

け
、
貧
民
が
あ
ふ
れ
る
東
京
に
救
貧
施
設
「
養
育

院
」を
作
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
「
養
育
院
」
と
い
う
名
称
は
ど
こ
か
ら

き
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

幕
末
期
の
西
洋
の
医
療
・福
祉
施
設
情
報
（病
院
・

貧
院
・
幼
院
な
ど
）
の
中
で
「
養
育
院
」
と
い
う
施
設

名
を
書
き
記
し
た
文
書
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
。 

洋
学
者
福
澤
諭
吉
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
見
聞
録
「
西
航

記
」で
す
。 
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  「
西
航
記
」
は
活
字
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

み
る
と
、
養
唖
院
に
つ
づ
け
て
「
養
育
院
あ
り
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
本
書
の
「
西
航
記
」で
養
育
院
の
文

字
が
出
て
く
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
す
。 

こ
こ
で
奇
妙
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
「
育
」
の
字

の
横
に
「盲
」が
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

同
様
に
、
「
唖
子
育
子
」
と
い
う
言
葉
に
も
「
盲
」

が
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
唖
子
育
子
」
で
は
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
か

ら
、
こ
こ
は
「
唖
子
・
盲
子
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 そ

う
す
る
と
、
先
の
「
養
育
院
」
も
、
「
養
唖
院
、

養
盲
院
」
と
書
い
た
の
で
は
？ 

と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

こ
こ
で
は
「
養
育
院
」
が
い
か
な
る
施
設
な
の
か
、
な

に
も
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

福
澤
諭
吉
の
自
筆
「
西
航
記
」
に
は
、
貧
民
対
象
の

医
療
・
教
育
・
福
祉
施
設
に
関
し
て
解
説
す
る
紙
片
が

は
さ
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
も
、
活
字
化
さ
れ
て
本
書
に

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
養
育
院
」の
記
述
は
な
く
、
か
わ

り
に
「養
盲
院
」が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。  

 
 

点
字
で
の
読
書
指
導
や
、
計
算
・
音
楽
・
手
工
芸
、

就
学
年
限
な
ど
が
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。 

や
は
り
、
「
西
航
記
」
の
「
養
育
院
」
は
、
本
当
は
「
養

盲
院
」
の
よ
う
で
す
。
「
養
育
院
」
や
「
唖
子
育
子
」
に

「
盲
」を
付
記
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
紙
片
の
文
脈
か
ら

「盲
」と
考
え
る
の
が
妥
当
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

で
は
、
な
ぜ
、
活
字
版
で
は
「
養
育
院
」
と
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

そ
の
謎
を
解
く
に
は
、
福
澤
諭
吉
自
筆
の
「
西
航

記
」を
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

福
澤
の
自
筆
文
献
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ

て
、
慶
應
義
塾
大
学
の
付
属
図
書
館
で
あ
る
三
田
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。 

そ
こ
で
、
閲
覧
申
込
み
の
手
続
き
を
し
て
、
三
田
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
出
か
け
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
自

筆
「西
航
記
」を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
き
ま
し
た
。 



 

  

た
し
か
に
福
澤
諭
吉
は
、
「
養
育
院
」
「
唖
子
育
子
」

と
書
い
て
い
ま
す
！ 

「
盲
」
と
は
読
め
ま
せ
ん
。 

 

で
は
、
「
西
航
記
」
に
挟
ま
れ
て
い
た
紙
片
は
ど
う
で

し
ょ
う
。 

な
ん
と
こ
れ
も
「
養
育
院
」
で
す
。
活
字
版
は
「
養
盲

院
」な
の
で
す
が
。 

 

さ
ら
に
読
み
進
め
て
い
く
と
・
・
・ 

 



 

 

視覚障碍者教育施設について 

解説した部分 

活
字
版
の
「
養
盲
院
」
記
述
と
同
じ
範
囲
で
、
①
②

の
「
育
」
の
字
が
、
③
以
降
は
「
盲
」
に
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
①
の
「
育
」
も
、
よ
く
見
る
と
字
形
が
不
自
然
で

す
。
三
・
四
画
目
の
「
ム
」
の
左
側
に
墨
を
書
き
足
し
た

よ
う
に
見
え
ま
す
。
ま
る
で
「
育
」
を
「
盲
」
の
字
形
に

近
づ
け
る
か
の
よ
う
に
。 

推
測
の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、
福
澤
諭
吉
は
、
「
盲
」
の

字
を
誤
っ
て
「
育
」
と
書
い
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

こ
の
紙
片
を
書
き
進
め
て
い
る
と
き
に
、
な
に
か
の

き
っ
か
け
で
、
正
し
く
は
「
盲
」
だ
と
分
か
り
、
③
以
降

か
ら
明
瞭
な
楷
書
で
「
盲
」
と
書
き
始
め
た
。
墨
字
は

消
せ
ま
せ
ん
か
ら
、
先
に
書
い
た
「
育
」
に
は
少
し
墨
を

書
き
足
し
て
「
盲
」
の
字
形
に
近
づ
け
た
。
最
初
に
書
い

た
本
文
の
「
育
」
は
・
・
・
こ
れ
は
墨
を
書
き
足
す
程
度

で
修
正
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
施
設
名
を
和
名
表
記
す
る
際
に
福

澤
が
他
の
日
本
語
文
献
を
参
照
し
て
、
盲
・
育
を
見
間

違
え
、
書
き
な
が
ら
「
育
で
は
な
く
盲
だ
」
と
気
づ
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

し
か
し
「
育
子
」
「
育
人
」
と
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
や
、

「
盲
」
の
下
が
目
で
は
な
く
月
で
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
単
純
に
福
澤
の
誤
字
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と

思
わ
れ
ま
す
。 

大
久
保
一
翁
（
忠
寛
）
は
福
澤
諭
吉
と
親
交
が
深
か
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
森
有
礼
が
明
治
八
年
に
商
法
講
習
所
（
現 

一
橋
大
学
）

開
設
で
苦
労
し
た
時
に
は
、
渋
沢
栄
一
と
と
も
に
、
大
久
保
一
翁
や

福
澤
諭
吉
が
援
助
を
し
て
い
ま
す
し
、
明
治
十
年
に
慶
應
義
塾
が
財

政
難
に
な
っ
た
際
に
は
、
福
澤
諭
吉
は
大
久
保
一
翁
や
勝
海
舟
に
相

談
し
徳
川
家
に
資
金
援
助
を
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。 

養
育
院
設
立
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
大
久
保
一
翁
が
福
澤
諭
吉
の
「
西

航
記
」
を
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
養
育
院

命
名
の
経
緯
に
つ
い
て
の
記
録
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
明
治
の
救
貧
施
設
の
命
名
に
、
福
澤
諭
吉
記
述
の
「
養
育

院
」
が
参
考
に
さ
れ
た
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
が
諭
吉
の
誤
字
だ
っ
た
と

し
た
ら
、
激
動
の
幕
末
期
に
源
流
を
も
つ
養
育
院
史
の
、
ユ
ニ
ー
ク
な

歴
史
こ
ぼ
れ
話
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。 

福澤諭吉 

自筆表記の変化 


